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分析技術・物性解析・調査研究

高度な技術で社会に貢献する

「信頼性の高い技術を提供させていただくこと」
「機密保持を厳守すること」

社名 株式会社東レリサーチセンター
設立 １９７８年（昭和５３年）６月１日
資本金 ２億５千万円
代表 代表取締役社長 佐藤 卓治
要員 ４０６名（２０１３年３月末）

Electronics Materials

Environment＆Energy Pharmaceuticals
Biotechnology

（株）東レリサーチセンター（ＴＲＣ）会社概要（株）東レリサーチセンター（ＴＲＣ）会社概要
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試験施設試験施設
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安定性試験・規格試験安定性試験・規格試験

名古屋名古屋

薬物動態（薬物動態（TKTK，，PKPK））

鎌倉鎌倉

遺伝子解析遺伝子解析
たん白質・糖たん白質・糖
細胞免疫細胞免疫
構造決定構造決定
不純物の構造解析不純物の構造解析

固体ＮＭＲによる医薬品の結晶形分析　

試料

原薬（結晶A)

原薬水和物

（結晶B）

錠剤成形品

１３C　NMR    　　 　　 　　２３Na　NMR　　　 　 　３１P　NMR

chemical shift (ppm)
04080120160 -100-50050

chemical shift (ppm)
-10010203040

chemical shift (ppm)

検出感度　　　　　　 　　　１　　　　　　　 ： 　 　 ５２５　 　 ： 　 　 ３７７

固体ＮＭＲによる医薬品の結晶形分析　

試料

原薬（結晶A)

原薬水和物

（結晶B）

錠剤成形品

１３C　NMR    　　 　　 　　２３Na　NMR　　　 　 　３１P　NMR

chemical shift (ppm)
04080120160 -100-50050

chemical shift (ppm)
-100-50050

chemical shift (ppm)
-10010203040

chemical shift (ppm)

-10010203040

chemical shift (ppm)

検出感度　　　　　　 　　　１　　　　　　　 ： 　 　 ５２５　 　 ： 　 　 ３７７

固体NMRによる結晶形分析

異物分析異物分析

ICPICP--MSMS等による無機分析等による無機分析
固体固体NMRNMRによる多形評価による多形評価

滋賀滋賀
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前処理試料

分析の流れ分析の流れ

希釈、酸添加

粉砕
湿式分解

定量

乾式灰化

湿式分解
試料に酸を添加し、ホット
プレート上で加熱酸分解

マイクロ波酸分解
容器に試料と酸を封入し、マ
イクロ波で加熱加圧酸分解

マイクロ波

乾式灰化
試料をるつぼに秤取し、バー
ナー、電気炉で加熱分解

液体

錠剤

粉末

ICP質量分析
（ICP-MS）

ICP発光分光分析
（ICP-AES）

定容

ﾏｲｸﾛ波酸分解
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前処理法前処理法

マイクロ波酸分解 湿式分解

長所

○高スループット
・試料採取～溶液化：最短2.5 hr

○密閉系である
・揮発性元素も適用できる

○幅広い試料に適用可能
・多量の試料を処理可能

○分解中に制御可能
・分解の様子を見ながら制御可能

短所
○試料量に制限がある

○分解が不十分な場合がある

○低スループット

○揮発性元素に適用困難
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定量法の比較定量法の比較

原子吸光 ICP-AES ICP-MS

長所
○スペクトル干渉が少ない

○必要液量が少ない
（黒鉛炉加熱原子吸光）

○多元素同時分析可能

○ダイナミックレンジが広い

○高精度 ○高感度

短所
○低スループット

○元素により感度が

大きく異なる

○感度が悪い
○マトリックス効果

を受けやすい

% ppm ppb ppt

主な無機分析の手法と適用濃度範囲の目安主な無機分析の手法と適用濃度範囲の目安主な無機分析の手法と適用濃度範囲の目安

蛍光蛍光XX線分析線分析

ICPICP--AESAES

フレーム原子吸光分析フレーム原子吸光分析 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨ

黒鉛炉加熱原子吸光分析黒鉛炉加熱原子吸光分析

ICPICP--MSMS

（測定対象物中濃度）



Toray Research Center, Inc. 
9

ICP-AES及びICP-MS装置概略図

イオンレンズ郡

ICPプラズマ
（イオン化、励起、発光）

DRC
四重極

質量分析計

真空ポンプ
ICPICP--DRCDRC--MSMS

イオンレンズ

検出器

電場

磁場

ICPICP--SFMSSFMS

DRC : DRC : DDynamic ynamic RReaction eaction CCellell

SF : SF : SSectorector--FFieldield

レンズ

回折
格子

光電子倍増管

ミラー

ICPICP--AESAES

スリット

検出器
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7575AsAs測定時の測定時の4040ArAr3535ClClの干渉除去の干渉除去

75As (ICP-QMS)
10ppb As 0ppb As

（4%王水）
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0ppb As
（4%王水）

ICP-DRC-MS

ICPICP--DRCDRC--MSMS
反応性ガスを使用して干渉イオンを
化学的に除去

m/z

in
te

ns
ity

 (c
ps

)

ICP-SFMS

0

20000

40000

60000

80000

74.918 74.92 74.922 74.924 74.926

40Ar35Cl 
(74.93123)

10ppb As (74.92160)

0ppb As
（4%王水）

ICPICP--SFMSSFMS
目的イオンと干渉イオンの僅かな
質量差を分離

反応ガス：NH3

ArCl+ + NH3 → ArCl + NH3
+

反応ガス：反応ガス：NHNH33

ArCl+ + NH3 → ArCl + NH3
+
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添加剤及び医薬品中の無機元素分析例添加剤及び医薬品中の無機元素分析例

試験方法
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試料試料

試料 分類 形状

①ステアリン酸Mg Mgを含む

賦形剤 粉末②乳糖

③HPC（ヒドロキシプロピルセルロース）

④錠剤A Naを含む

市販薬 錠剤

⑤錠剤B Sを含む

注）本試験に使用した試料は必ずしも医薬品製造用ではありません
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試験方法試験方法

マイクロ波処理
（180℃，20分）

粉砕粉砕

ICP-DRC-MS

試料（50 mg）
+

硝酸（1 mL）

錠剤

定容（10 mL）

粉末

ICP-AES



Toray Research Center, Inc. 
15

各元素のクラスと各元素のクラスとPDEPDE値値

クラスクラス 元素元素
経口曝露時の経口曝露時の

PDEPDE値（値（μμg/dayg/day））
注射曝露時の注射曝露時の

PDEPDE値（値（μμg/dayg/day））
吸入曝露時の吸入曝露時の

PDEPDE値（値（μμg/dayg/day））

11

As

Cd

Hg

Pb

15

5.0

40

5.0

15

6.0

4.0

5.0

1.9

3.4

1.2

5.0

2A2A

Co

Mo

Se

V

50

180

170

120

5.0

180

85

12

2.9

7.6

140

1.2

2B2B

Ag

Au

Ir

Os

Pd

Pt

Rh

Ru

Tl

170

130

1000

1000

100

1000

1000

1000

8.0

35

130

10

10

10

10

10

10

8.0

6.9

1.3

1.4

1.4

1.0

1.4

1.4

1.4

69

33

Ba

Cr

Cu

Li

Ni

Sb

Sn

13000

11000

1300

780

600

1200

6400

1300

1100

130

390

60

600

640

340

2.9

13

25

6.0

22

64
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オプションオプション11（（10 g/10 g/日以下の製剤の許容濃度）日以下の製剤の許容濃度）

クラスクラス 元素元素
経口曝露時の濃度経口曝露時の濃度

（（μμg/gg/g））
注射曝露時の濃度注射曝露時の濃度

（（μμg/gg/g））
吸入曝露時の濃度吸入曝露時の濃度

（（μμg/gg/g））

11

As

Cd

Hg

Pb

1.5

0.50

4.0

0.50

1.5

0.60

0.40

0.50

0.29

0.34

0.12

0.50

2A2A

Co

Mo

Se

V

5.0

18

17

12

0.50

18

8.5

1.2

0.29

0.76

14

0.12

2B2B

Ag

Au

Ir

Os

Pd

Pt

Rh

Ru

Tl

17

13

100

100

10

100

100

100

0.80

3.5

13

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0.80

0.69

0.13

0.14

0.14

0.10

0.14

0.14

0.14

6.9

33

Ba

Cr

Cu

Li

Ni

Sb

Sn

1300

1100

130

78

60

120

640

130

110

13

39

6.0

60

64

34

0.29

1.3

2.5

0.60

2.2

6.4

本講演ではオプション1の濃度を許容濃度とした。本講演ではオプション本講演ではオプション11の濃度を許容濃度とした。の濃度を許容濃度とした。
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添加回収試験添加回収試験
○ICP-AES

各元素一律で10 μg/gとなるように
標準溶液を添加し、得られた結果から
添加回収率を算出した。

○ICP-MS
試験1：回収試験（低濃度）
各元素一律で0.4 μg/gとなるように
標準溶液を添加し、得られた結果から
添加回収率を算出した。

試験2：回収試験（高濃度）
各元素について、経口暴露時の許容濃
度となるように標準溶液を添加し、得ら
れた結果から添加回収率を算出した。

試験 元素

添加濃度 検量線
上限濃度
（ng/mL）

試料換算
（μg/g）

測定液中
（ng/mL）

ICP-AES 全元素 10 50 1000

低濃度 全元素 0.40 2.0 10

高濃度

As
Cd
Hg
Pb

1.5
0.50
4.0
0.50

7.5
2.5

20
2.5

37.5
12.5

100
12.5

Co
Mo
Se
V

5.0
18
17
12

25
90
85
60

125
450
425
300

Ag
Au
Ir
Os
Pd
Pt
Rh
Ru
Tl

17
13
100
100
10
100
100
100

0.80

85
65
500
500
50
500
500
500

4.0

425
325
2500
2500
250
2500
2500
2500

20

Ba
Cr
Cu
Li
Ni
Sb
Sn

1300
1100
130
78
60
120
640

6500
5500
650
390
300
600
3200

32500
27500
3250
1950
1500
3000
16000

回収試験における添加濃度

①試料：50 mg
+

②混合標準溶液
+

③硝酸：1.0 mL

MW処理
（10 mL定容）

ICP-AES
ICP-MS

IC
P
-
M

S
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添加剤及び医薬品中の無機元素分析例添加剤及び医薬品中の無機元素分析例

定量結果
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ICPICP--AESAES測定時の定量限界測定時の定量限界

Class 3Class 2BClass 2BClass 1Class 1 Class 2AClass 2A

0.01

0.1

1

10

100

1000

10000

As Cd Hg Pb Co Mo Se V Ag Au Ir Os Pd Pt Rh Ru Tl Ba Cr Cu Li Ni Sb Sn

濃
度

（
μ

g
/
g
）

経口暴露時の許容濃度
注射暴露時の許容濃度
吸入暴露時の許容濃度
ICP-AESの定量限界

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ × × × ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

経口暴露

注射暴露

吸入暴露

ステアリン酸Mg
錠剤B
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ICPICP--AESAES測定時の定量限界（測定時の定量限界（1 g/1 g/日の場合日の場合））

Class 3Class 2BClass 2BClass 1Class 1 Class 2AClass 2A

0.1

1

10

100

1000

10000

As Cd Hg Pb Co Mo Se V Ag Au Ir Os Pd Pt Rh Ru Tl Ba Cr Cu Li Ni Sb Sn

濃
度

（
μ

g
/
g
）

経口暴露

注射暴露

吸入暴露

経口暴露時の許容濃度
注射暴露時の許容濃度
吸入暴露時の許容濃度
ICP-AESの定量限界
ステアリン酸Mg
錠剤B

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Class 3Class 2BClass 2BClass 1Class 1 Class 2AClass 2A

ICPICP--MSMS測定時の定量限界測定時の定量限界

0.00001

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

100

1000

10000

As Cd Hg Pb Co Mo Se V Ag Au Ir Os Pd Pt Rh Ru Tl Ba Cr 63Cu65Cu Li Ni Sb Sn

経口暴露時の許容濃度
注射暴露時の許容濃度
吸入暴露時の許容濃度
ICP-MSの定量限界

濃
度

（
μ

g
/
g
）

全ての元素について、十分な感度をもって測定できる全ての元素について、十分な感度をもって測定できる全ての元素について、十分な感度をもって測定できる

本検討においては、全ての元素において定量でき、
かつ最も許容濃度が低い吸入暴露時のPdの許容濃
度の1/10である0.01 μg/gを定量下限値とした。

本検討においては、全ての元素において定量でき、本検討においては、全ての元素において定量でき、
かつ最も許容濃度が低い吸入暴露時のかつ最も許容濃度が低い吸入暴露時のPdPdの許容濃の許容濃
度の度の1/101/10であるである0.01 0.01 μμg/gg/gを定量下限値とした。を定量下限値とした。

0.010.01
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Class 3Class 2BClass 2BClass 1Class 1 Class 2AClass 2A

各元素の許容濃度と定量結果各元素の許容濃度と定量結果（（ICPICP--MSMS））

0.01

0.1

1

10

100

1000

10000

As Cd Hg Pb Co Mo Se V Ag Au Ir Os Pd Pt Rh Ru Tl Ba Cr Cu Li Ni Sb Sn

濃
度

（
μ

g
/
g
）

経口暴露時の許容濃度
注射暴露時の許容濃度
吸入暴露時の許容濃度
ステアリン酸Mg
乳糖
HPC
錠剤A
錠剤B



Toray Research Center, Inc. 
23

添加剤及び医薬品中の無機元素分析例添加剤及び医薬品中の無機元素分析例

Class 1
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Class 1Class 1

0.01

0.1

1

10

As Cd Hg Pb

Class 1元素の定量結果

試
料

換
算

濃
度

（
μ

g
/
g
）

許容濃度（経口） ステアリン酸Mg
乳糖
HPC
錠剤A
錠剤B

許容濃度（注射）

許容濃度（吸入）

0

20

40

60

80

100

120

As Cd Hg Pb

回
収

率
（
％

）

回収（低濃度）の分析結果

0

50

100

150

200

250

As Cd Hg Pb

回
収

率
（
％

）

208Pb：192Os16O

202Hg：186Os16O

回収（高濃度）の分析結果

高濃度共存物質によ
る酸化物イオンが生成

高濃度共存物質によ
る酸化物イオンが生成
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反応ガスの有無による反応ガスの有無によるAsAsの定量結果の違いの定量結果の違い

0

0.01

0.02

0.03

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10
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標準モード
DRCモード

（反応ガス：NH3）

錠剤AのDRCモードに
よる測定値が高い

錠剤錠剤AAののDRCDRCモードにモードに
よる測定値が高いよる測定値が高い

共存物質と反応ガス
の反応生成物が新た
な干渉となっている

共存物質と反応ガス共存物質と反応ガス
の反応生成物が新たの反応生成物が新た
な干渉となっているな干渉となっている

定量限界
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添加剤及び医薬品中の無機元素分析例添加剤及び医薬品中の無機元素分析例

Class 2A
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Class 2AClass 2A
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Se及びVはDRCモードにて定量した。
・Se ：Arの分子イオンによる干渉
・V ：Cl、Sの分子イオンによる干渉

SeSe及び及びVVははDRCDRCモードにて定量した。モードにて定量した。
・・SeSe ：：ArArの分子イオンによる干渉の分子イオンによる干渉
・・VV ：：ClCl、、SSの分子イオンによる干渉の分子イオンによる干渉

0.29μg/g
↓

4.1 g/day以下
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反応ガスの有無による反応ガスの有無によるVVの定量結果の違いの定量結果の違い
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標準モード
DRCモード

（反応ガス：NH3）

全ての試料について、
DRCモードで低値

全ての試料について、全ての試料について、
DRCDRCモードで低値モードで低値

分子イオン干渉が
疑われる

分子イオン干渉が分子イオン干渉が
疑われる疑われる

定量限界定量限界
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0ppb

1ppb

ステアリン酸Mg
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HPC

錠剤A

錠剤B

高分解能型高分解能型ICPICP--MSMSによるによる5151VVのマススペクトルのマススペクトル
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51V：50.9439651V：50.94396

35Cl16O：50.9637635Cl16O：50.96376

34S16O1H：50.9706134S16O1H：50.97061

m/z

強
度

(
c
p
s)

51V測定時は、塩素による干
渉（35Cl16O）や硫黄による干
渉（34S16O1H）に注意が必要

5151VV測定時は、塩素による干測定時は、塩素による干
渉（渉（3535ClCl1616OO）や硫黄による干）や硫黄による干
渉（渉（3434SS1616OO11HH）に注意が必要）に注意が必要



Toray Research Center, Inc. 
30

Class 1, 2AClass 1, 2A元素の添加回収率（元素の添加回収率（ICPICP--AESAES））
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添加剤及び医薬品中の無機元素分析例添加剤及び医薬品中の無機元素分析例

Class 2B
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Class 2BClass 2B
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205Tl：189Os16O
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揮発性元素における添加回収率異常揮発性元素における添加回収率異常

ドレイン

プラズマ

霧化された試料エアロゾ
ルは、粒子径の小さいも
ののみがプラズマに導入
され、粒子径の大きいも
のはドレインに排出 ドレイン

プラズマ

エアロゾルに加え、気化したガス状分子も
プラズマに導入され、見かけの濃度が増加

スプレーチャンバー

スプレーチャンバー

ネブライザー

ネブライザー
噴霧口

揮発性元素揮発性元素揮発性元素

OsはHNO3処理により揮発性の化合物
形態へ変化していると推測される

OsはHNO3処理により揮発性の化合物
形態へ変化していると推測される
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OsOsの添加回収試験の添加回収試験

・試料秤取：50 mg
・Os標準液添加

・試料秤取：50 mg
・Os標準液添加

硝酸、塩酸、過酸化水素
添加

硝酸、塩酸、過酸化水素
添加

マイクロ波処理マイクロ波処理

超純水で定容超純水で定容

Osの添加回収率
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改善前 改善後

HPC

錠剤A
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率
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）

前処理において、硝酸に加えて塩酸及び
過酸化水素を追加することで、回収率が
改善した。

前処理において、硝酸に加えて塩酸及び前処理において、硝酸に加えて塩酸及び
過酸化水素を追加することで、回収率が過酸化水素を追加することで、回収率が
改善した。改善した。
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Class 2BClass 2B元素の添加回収率（元素の添加回収率（ICPICP--AESAES））
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標準溶液の標準溶液のICPICP--AESAESスペクトルスペクトル
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V：309.311 (nm)VV：：309.311 (nm)309.311 (nm) Rh：233.477 (nm)RhRh：：233.477 (nm)233.477 (nm)

?
Sn：233.4812

Os：233.456
Ni：233.458

Ru：233.4970
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添加剤及び医薬品中の無機元素分析例添加剤及び医薬品中の無機元素分析例

Class 3



Toray Research Center, Inc. 
38

Class 3Class 3
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Cu

Cu

CrはDRCモードにて定量した。
（DRCモード：ステアリン酸Mg、HPC）

Cuは試料により測定質量数を選択した。
（錠剤Aのみ65Cu、その他は63Cu）

CrCrははDRCDRCモードにて定量した。モードにて定量した。
（（DRCDRCモード：ステアリン酸モード：ステアリン酸MgMg、、HPCHPC））

CuCuは試料により測定質量数を選択した。は試料により測定質量数を選択した。
（錠剤（錠剤AAのみのみ6565CuCu、その他は、その他は6363CuCu））
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反応ガスの有無による反応ガスの有無によるCrCrの定量結果の違いの定量結果の違い
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標準モード（53Cr）
DRCモード（52Cr）

（反応ガス：NH3）

標準＞DRC
・ステアリン酸Mg
・HPC
（・錠剤B？）

標準＞標準＞DRCDRC
・ステアリン酸・ステアリン酸MgMg
・・HPCHPC
（・錠剤（・錠剤BB？）？）

分子イオン干渉が
疑われる

分子イオン干渉が分子イオン干渉が
疑われる疑われる

標準＜DRC
・錠剤A

標準＜標準＜DRCDRC
・錠剤・錠剤AA

共存物質と反応ガス
の反応生成物が新た
な干渉となっている

共存物質と反応ガス共存物質と反応ガス
の反応生成物が新たの反応生成物が新た
な干渉となっているな干渉となっている

試料試料 標準標準 DRCDRC

ステアリン酸ステアリン酸MgMg ×× ○○

乳糖乳糖 ○○ ○○

HPCHPC ×× ○○

錠剤錠剤AA ○○ ××

錠剤錠剤BB △△ ○○

定量限界
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高分解能型高分解能型ICPICP--MSMSによるによるCuCuのマススペクトルのマススペクトル

65CuのICP-SFMSスペクトル
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63Cu：62.9296063Cu：62.92960

65Cu：64.9277965Cu：64.92779

25Mg40Ar：64.9482225Mg40Ar：64.94822

33S16O16O：64.96128
32S17O16O：64.96611

33S16O16O：64.96128
32S17O16O：64.96611

23Na40Ar：62.9521523Na40Ar：62.95215

錠剤Aにおいて23Na40Arのピークが認められた錠剤錠剤AAにおいてにおいて2323NaNa4040ArArのピークが認められたのピークが認められた ステアリン酸Mgにおいて25Mg40Arのピーク
が、錠剤BにおいてSO2のピーク認められた

ステアリン酸ステアリン酸MgMgにおいてにおいて2525MgMg4040ArArのピークのピーク
が、錠剤が、錠剤BBにおいてにおいてSOSO22のピーク認められたのピーク認められた
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6363CuCuとと6565CuCuにおける干渉イオンにおける干渉イオン
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3333SS1616OO1616OO
3232SS1717OO1616OO

23Na40Ar2323NaNa4040ArAr

試料試料 6363CuCu 6565CuCu

ステアリン酸ステアリン酸MgMg ○○ ××

乳糖乳糖 ○○ ○○

HPCHPC ○○ ○○

錠剤錠剤AA ×× ○○

錠剤錠剤BB ○○ ××

定量限界
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Class 3Class 3元素の添加回収率（元素の添加回収率（ICPICP--AESAES））
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添加剤及び医薬品中の無機元素分析例添加剤及び医薬品中の無機元素分析例

キャリーオーバーテスト
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0:00 0:05 0:10 0:15 0:20

測
定

液
中

濃
度

（
n
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L
）

経過時間（hour：min）

高濃度溶液を測定したところ、
試料導入を終了した20分後
においてもCr, Os, Li, Rh, Hg, 
Rhが観測された。

高濃度溶液を測定したところ、高濃度溶液を測定したところ、
試料導入を終了した試料導入を終了した2020分後分後
においてもにおいてもCr, Os, Li, Rh, Hg, Cr, Os, Li, Rh, Hg, 
RhRhが観測された。が観測された。

0.01μg/g
に相当

0.010.01μμg/gg/g
に相当に相当
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まとめまとめ--11

○硝酸のみでマイクロ波試料前処理法を実施したところ、Osを除く
全ての元素について一斉分析が可能であった。

○Osは硝酸処理により揮発性の化合物形となることが推測された。
硝酸に加えて、塩酸及び過酸化水素を用いることで測定できる
可能性が示唆された。

○ICP-AESによる定量下限は1 μg/g前後であった。本定量下限
は、元素や投与形態によっては、許容限度値を満たさなかった。

○ICP-MSによる定量下限は0.01 μg/g以下で、全ての元素及び
投与形態において十分な感度をもって測定が可能であった。



Toray Research Center, Inc. 
47

まとめまとめ--22

○ICP-MSによる測定においては、分子イオンの干渉を受けるため、
適切な質量数または測定モードを選択する必要がある。

○添加回収試験において、高濃度の添加よりも低濃度の添加の方
が精度よく測定できた。

○ICP-MSによる測定において、高い元素濃度となる溶液を導入し
た後は、キャリーオーバーの影響を考慮する必要がある。
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最後に最後に（（TRCTRCの強み）の強み）

○前処理に関する豊富なノウハウを保有している。
○ICP-MSやICP-AESをはじめ、用途に応じて使い分けのできる

測定機器を複数所有している。
○クリーンな前処理環境（クラス100）で、信頼性の高いデータ

を提供している。
○「信頼性の基準」対応の試験も受託可能。
○社外機関との共同研究を推進して技術向上を図っている。
学会発表

・2008.9 第57回 日本分析化学会 ・2010.7 第20回 LECラット研究会
・2009.3 第74回 日本循環器学会 ・2010.9 第50回 日本臨床化学会
・2009.3 第58回 日本分析化学会 ・2011.4   2011 American Control Conference
・2010.3 第78回 プラズマ分光分析研究会 ・2011.5   International Congress
・2010.6   9th International Symposium on on Analytical Science 2011

Selenium in Biology and Medicine ・2011.6 第56回 日本透析医学会
・2010.7 第21回 日本微量元素学会 ・2011.9 第60回 日本分析化学会

TRC医薬ポスターセッション（医薬・生体試料中の無機元素分析関連）
・2009.7 東京コンファレンスセンター品川（東京都港区）
・2012.6 パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）
・2013.6 千里ライフサイエンスセンター（大阪府豊中市）、パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）


